
海
外
拠
点
便
り
全
農
グ
レイ
ン
株
式
会
社

３次救急医療機関に温州ミカン贈呈
（愛媛県本部）

故郷とつながる企画
「とどけ、おらほの食卓」展開（青森県本部）

今年度は70人が「三ツ星タマリエ」取得
（JA全農たまご株式会社）

令和2年度 各事業の主な取り組み
米穀事業／麦類農産事業

ＪＡズームイン（神奈川:JAはだの）

来年度の全国大会に向け
ブロック別「土づくり大会」開催
（耕種資材部）

青森県産りんご果汁使用「あおもりグミ」
新発売（営業開発部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農たまご

7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

3
面

4

6

5

82

3

北部九州地区の拠点工場として竣工（しゅんこう）した福岡精米工場（３面）

24時間稼働する全農グレイン株式会社の
船積みエレベーター（７面）

「三ツ星タマリエ」を取得したＪＡ全農たまご
株式会社の皆さん（３面）

福岡県筑後市に福岡精米工場竣工
（米穀部）
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ツイッターはこちらから



「〝
食
が
架
け
橋
〟と
な
り
故
郷

と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
思
い
を
込
め
た
企
画
で
す
。

応
募
資
格
を
限
定
し
、
応
募
者

は
県
内
在
住
者
、
贈
り
先
は
県

出
身
者
か
つ
県
外
在
住
者
と
し

ま
し
た
。

　

食
材
セ
ッ
ト

は
県
の
特
産
品

や
郷
土
料
理
の

材
料
を
詰
め
合

わ
せ
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
食
材
を

活
用
し
て
作
れ

る
レ
シ
ピ
や
、

応
募
者
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
同
封

し
、
思
い
を
込

め
た
中
身
に
し

て
い
ま
す
。梱こ
ん
ぽ
う包

箱
に
も
、方
言
を

使
っ
た
コ
メ
ン

ト
を
印
字
し
、青

森
感
満
載
の
一

箱
と
な
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。

1
0
0
箱
）贈
呈
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
22
日
に
は
松
山
市

の
県
立
中
央
病
院
で
贈
呈
式
を

行
い
、
関
岡
光
昭
愛
媛
県
本
部

長
が「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、わ
れ

わ
れ
の
命
と
健
康
を
守
っ
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。お
渡
し

し
た
ミ
カ
ン
が
、ホ
ッ

と
で
き
る
ひ
と
時
に

つ
な
が
れ
ば
」と
医
療

関
係
者
を
激
励
し
ま

し
た
。県
立
中
央
病
院

の
菅
政
治
院
長
は「
職

員
の
疲
れ
は
例
年
以

上
に
出
て
い
ま
す
が
、

い
た
だ
い
た
ミ
カ
ン

で
少
し
で
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
れ
ば
」と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、12
月
23
日
に

宇
和
島
市
役
所
で
も

贈
呈
式
を
開
き
、
市

立
宇
和
島
病
院
に
温

州
ミ
カ
ン
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

News!

News!

故郷とつながる企画「とどけ、おらほの食卓」展開

３次救急医療機関に温州ミカン贈呈

「食が架け橋に」の思いを込めて

県産かんきつで医療関係者を応援

青森県本部

愛媛県本部

　
青
森
県
本
部
は
昨
年
12
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
、「
と
ど
け
、お
ら

ほ
の
食
卓
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、３
０
８
５
件
の
応
募
の
中
か

ら
抽
選
で
１
０
０
名
様
に「
青
森
の
食
材
セ
ッ
ト
」を
贈
り
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
本
部
は
、愛
媛
県
内
の
3
次
救
急
医
療
機
関（
県
立
新
居
浜

病
院
、愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、県
立
中
央
病
院
、市
立
宇
和
島

病
院
）に
県
産
温
州
ミ
カ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
正
月
の
帰
省
を

避
け
る
動
き
が
予
想
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
離
れ
て
い
て
も

県
産
の
食
材
を
贈
る
・
受
け

取
る
こ
と
で
、「
青
森
の
い
つ

も
の
食
卓
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
厳
し
い
環
境
で
医
療

を
支
え
て
い
る
医
療
関
係
者
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
、
県
産
温
州
ミ
カ
ン
を

合
計
1
0
0
0
㌔
（
10
㌔
×

青
森
感
満
載
の
「
青
森
の
食
材
セ
ッ
ト
」

松
山
市
の
県
立
中
央
病
院
で
温
州
ミ
カ
ン
を
贈
呈
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ツ
星
タ
マ
リ
エ
」の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

　
J
A
全
農
た
ま
ご
は
、
卵
の

正
し
い
知
識
普
及
と
消
費
拡
大

に
向
け
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

News!

今年度は70人が「三ツ星タマリエ」取得
卵の消費拡大寄与を目指し資格取得を推進 JA全農たまご株式会社

　
J
A
全
農
た
ま
ご
株
式
会
社
は
、全
社
員
の「
三
ツ
星
タ
マ
リ
エ
」

資
格
取
得
を
目
指
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
社
員
全
員
が
卵
に
関
す
る
一

定
以
上
の
知
識
を
持
ち
、
卵
の

素
晴
ら
し
さ
を
語
り
消
費
拡
大

に
寄
与
で
き
る
ス
キ
ル
を
習
得

す
べ
く
、
昨
年
度
か
ら
全
社
的

に
資
格
取
得
の
推
進
を
始
め
ま

し
た
。
今
年
度
は
小
島
勝
社
長

も
含
め
70
人
が
合
格
し
、
こ
れ

ま
で
に
計
93
人
の
社
員
が「
三

「
三
ツ
星
タ
マ
リ
エ
」を
取
得
し
た
皆
さ
ん

　
「
タ
マ
ゴ
の
ソ
ム
リ
エ
」の

こ
と
で
、
一
般
社
団
法
人
日
本

卵
業
協
会
が
運
営
す
る
資
格
認

定
制
度
で
す
。

　

卵
に
関
す
る
知
識
を
正
し
く

理
解
し
た
人
々
に
称
号
を
与

え
、
卵
の
伝
道
師
と
し
て
育
成

す
る
取
り
組
み
で
、
一
ツ
星
・

三
ツ
星
・
五
ツ
星
の
3
ラ
ン
ク

が
あ
り
ま
す
。「
一
ツ
星
タ
マ

リ
エ
」は
W
E
B
で
受
検
で
き

ま
す
の
で
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

タ
マ
リ
エ
と
は

イ
ン
具
備
し
た
最
新
鋭
の
工
場

で
す
。

　
竣
工
式
に
は
、
高
尾
雅
之
常

務
理
事
や
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ

ス
、
施
工
会
社
の
社
員
ら
約
30

人
が
出
席
し
、
同
工
場
の
円
滑

な
運
営
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
米
穀
部
は
同
工
場
の
完

成
に
よ
り
、
北
部
九
州
エ

リ
ア
に
お
け
る
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
事
業
・
本
会
精
米
事

業
・
輸
出
事
業
の
拡
大
に

関
係
部
署
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

News!

福岡県筑後市に福岡精米工場竣工
北部九州地区の拠点工場に 米穀部

　
米
穀
部
は
昨
年
12
月
10
日
、福
岡
県
筑
後
市
内
で「
福
岡
精
米
工
場
」

の
竣し
ゅ
ん
こ
う工式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
、
老
朽
化
し
た

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
福
岡
工

場
・
大
分
工
場
を
再
編
し
、
竣

工
し
て
お
り
、
延
べ
床
面
積
は

5
4
9
0
平
方
㍍
。
工
場
能
力

は
精
米
ラ
イ
ン
75
馬
力
を
2
ラ

イ
ン
、
無
洗
米
ラ
イ
ン
を
1
ラ

北
部
九
州
地
区
の
拠
点
工
場
と
し
て
竣
工
し
た

福
岡
精
米
工
場

福
岡
精
米
工
場
の
竣
工
を
祝
う

関
係
者
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第1回  米穀事業／麦類農産事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み
令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。

国産麦・大豆の振興と販路確保へ
麦類農産部

　麦類では、国産小麦の振興と国産農産物のサプライ
チェーンづくりの一環として、令和２年11月に㈱日清製粉グ
ループ本社（以下、日清製粉）との事業・資本提携を行い
ました。提携の目的は、①国産小麦の生産振興も含めた安
定販路の確保、②米粉の販売拡大、③弁当・おにぎり、麺
類、総菜等の販売を担う日清製粉子会社への国産原料の
供給、④本会のMD（マーチャンダイジング）部会との連携に
よる商品開発などを、本会関係部署と日清製粉とで連携し
進めていくことです。
　大豆では、生産振興の取り組みの一環として、耕種部
門と連携し、単収向上に向けた導入技術のガイドラインを

作成し、県本部等を通じて各JAに周知しました。
　今後も国産麦・大豆の生産振興と安定的な販路確保に
向け、引き続き取り組みを進めます。

生
産
振
興
と
安
定
販
路
確
保
を
進
め
る

国
産
小
麦

米穀の物流改善推進
米穀部

　米を運ぶトラックドライバーの負担となっている手荷役を軽
減し、輸送力を確保するため、ＪＡや全農物流（株）、系統物
流会社と連携して「全農統一フレコンの拡大」と「全農パレチ
ゼーションシステム」を核とした物流改善を進めています。
　全農統一フレコンは複数回使用型で、生産者・ＪＡには
実質的に無償で利用いただきます。また、規格を全国統
一にすることで回収効率を向上させ、コストダウンを図りま
す。令和12年産までに全国導入率100％を目標に進めま
す。全農パレチゼーションシステムとは、米穀の紙袋の
農業倉庫への入庫から取引先への納品まで、手荷役をせ
ずに同一パレットで保管・輸送・納品する一貫パレチゼー

ション輸送のことです。令和６年産までに紙袋輸送の
80％のパレチゼーション化が目標です。

拡
大
目
指
す
全
農
統
一フ
レ
コ
ン（
試
作
品
）

「生産提案型事業」への転換
米穀生産集荷対策部

　生産者の営農の安定・所得の拡大に向け、業務
用実需者からのニーズに応じた契約栽培など、「生産
提案型事業」への転換を進めています。
　具体的には、実需者ニーズを踏まえ、JA・生産者
に対し、多収品種などの複数年・固定価格での契約
などにより、数量当たりでなく、面積当たりでの所得
確保を提案しています。
　全国のJA・生産者から賛同いただいたことで、多
収品種を中心に、元年産3万㌧、２年産5万㌧の目
標を達成し、3年産で10万㌧の目標達成に向け取り
組みを拡大していきます。

生産者手取り試算（イメージ）
※下記はあくまでもイメージであり、協議のうえ決めさせていただきます。

【試算の前提】
①平年反収540kg/10aで仮置き　②販売単価・販売収入はいずれも想定単価
③経営費は農水省公表の平成30年産の農産物生産費統計にもとづき試算
　うち多収品種は窒素成分量を慣行栽培から12kgへ増加させることも含め仮定し試算
④助成金は水田活用の直接払交付金（複数年契約・転換作物拡大加算を含む）

区分

単価（税込･円/60kg）
反収
助成金
10aあたり収入
10aあたり経営費
所得
　　　多収品種との差

13,000
540
0

117,000
77,200
39,800
▲ 1,200

飼料用米 多収品種高価格帯 低価格帯
主食用米

12,000
540
0

108,000
77,200
30,800

▲ 10,200

300
540

107,000
109,700
77,200
32,500
▲ 8,500

11,200
660
0

123,200
82,200
41,000
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ＪＡはだの
（神奈川県）

概要 令和２年2月末現在

正組合員数� 2837人
准組合員数� 1万1653人
職員数� 214人
販売品取扱高� 19億1千万円
購買品取扱高� 33億4千万円
貯金残高� 2254億2千万円
長期共済保有高� 4322億7千万円
主な農産物　　　　　ラッカセイ、
　　　　　　カーネーション、小菊、
　　　　　　トマト、キュウリ、イチゴ

鳥
獣
害
対
策
の
一
つ
と
し
て

葉
ニ
ン
ニ
ク
生
産
拡
大

や
鍋
物
な
ど
幅
広
い
料
理
に
活

用
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。

　
J
A
で
は
深
刻
化
す
る
鳥

獣
被
害
対
策
の
一
つ
と
し
て

２
０
１
６
年
、
忌
避
作
物
で
あ

る「
葉
ニ
ン
ニ
ク
」の
生
産
拡
大

に
着
手
し
ま
し
た
。食
害
を
避
け

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
通
常
の
ニ

ン
ニ
ク
と
異
な
り
栽
培
期
間
が

２
～
３
カ
月
と
短
い
こ
と
に
加

え
、
乾
燥
作
業
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
な
ど
も
、生
産
者
に
と
っ

て
好
都
合
だ
と
い
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
は
被
害
が
深
刻
な
山
間
部
の

生
産
者
を
中
心
に
種
を
配
布
し
、

栽
培
指
導
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

生
産
者
は
年
々
増
加
し
、
現
在

は
13
戸
が
7
・
9
ア
ー
ル
で
育

て
て
お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
昨

年
11
月
か
ら
今
年
3
月
ま
で
に

約
4
0
0
0
束
を
出
荷
す
る
見

込
み
で
す
。

ま
す
。近
年
は
都
市
化
が
進
み
生

産
者
の
高
齢
化
や
経
営
環
境
の

変
化
が
進
む
中
、J
A
は
だ
の

で
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
第
三
次
地
域
農
業

振
興
計
画
を
策
定
し「
都
市
農

業
の
確
立
」に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
行
し
て
い
ま
す
。同
計
画
の

一
環
と
し
て
次
世
代
に
有
望
な

野
菜
や
果
樹
な
ど
8
品
目
を「
振

興
作
物
」に
位
置
付
け
、重
点
的

な
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が「
葉
ニ
ン
ニ
ク
」で
す
。

　
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

は「
ハ
ー
リ
ッ
ク
」と
い
う
葉
や

茎
の
部
分
を
食
べ
る
品
種
。
ニ

ラ
よ
り
も
肉
厚
で
香
り
が
高
く
、

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
で
炒
め
物

装
資
材
を
作
成
し
ま
し
た
。袋
に

は「
神
奈
川
県
産
葉
に
ん
に
く
」

と
県
産
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
他
、

葉
ニ
ン
ニ
ク
に
な
じ
み
の
薄
い

消
費
者
で
も
手
に
と
り
や
す
い

よ
う
J
A
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ

も
記
載
し
て
い
ま
す
。今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
試
食
販
売
が
で
き
な

い
分
、
新
し
い
資
材
で
認
知
度

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
生
産
者
と
と

も
に
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
生
産
拡
大

と
認
知
度
向
上
に
努
め
、
市
を

代
表
す
る
特
産
品
と
し
て
の
普

及
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

野
生
鳥
獣
食
害
ほ
ぼ
な
し

生
産
者
に
栽
培
管
理
指
導

山梨県

東京都

神奈川県

　
秦
野
市
は
神
奈
川
県
西
部
に

位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖

な
気
候
を
生
か
し
て
、
米
や
青

果
物
、
花
き
が
栽
培
さ
れ
て
い

　

生
産
量
も
順
調
に
増
え
、
多

彩
に
調
理
で
き
て
食
材
と
し
て

も
魅
力
的
な
葉
ニ
ン
ニ
ク
で
す

が
、
消
費
者
の
認
知
度
で
は
劣

る
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
に
お
い
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
生
産
者
自
ら
が

百
貨
店
で
試
食
販
売
を
行
っ
た

り
、
地
元
の
業
者
が
葉
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
た
ギ
ョ
ー
ザ
を
商
品

化
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
一

丸
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
12
月
に

は
、こ
れ
ま
で
の
種
子

メ
ー
カ
ー
の
袋
を
一

新
し
、他
Ｊ
Ａ
や
神
奈

川
県
本
部
と
連
携
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
包

生
産
者
に
よ
る
ほ
場
の
巡
回

試
食
販
売
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
袋
で

認
知
度
向
上
を
目
指
す

Ｊ
Ａ
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
も
付
け
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
た
包
装

資
材

第1回  米穀事業／麦類農産事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み
令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。

国産麦・大豆の振興と販路確保へ
麦類農産部

　麦類では、国産小麦の振興と国産農産物のサプライ
チェーンづくりの一環として、令和２年11月に㈱日清製粉グ
ループ本社（以下、日清製粉）との事業・資本提携を行い
ました。提携の目的は、①国産小麦の生産振興も含めた安
定販路の確保、②米粉の販売拡大、③弁当・おにぎり、麺
類、総菜等の販売を担う日清製粉子会社への国産原料の
供給、④本会のMD（マーチャンダイジング）部会との連携に
よる商品開発などを、本会関係部署と日清製粉とで連携し
進めていくことです。
　大豆では、生産振興の取り組みの一環として、耕種部
門と連携し、単収向上に向けた導入技術のガイドラインを

作成し、県本部等を通じて各JAに周知しました。
　今後も国産麦・大豆の生産振興と安定的な販路確保に
向け、引き続き取り組みを進めます。

生
産
振
興
と
安
定
販
路
確
保
を
進
め
る

国
産
小
麦

米穀の物流改善推進
米穀部

　米を運ぶトラックドライバーの負担となっている手荷役を軽
減し、輸送力を確保するため、ＪＡや全農物流（株）、系統物
流会社と連携して「全農統一フレコンの拡大」と「全農パレチ
ゼーションシステム」を核とした物流改善を進めています。
　全農統一フレコンは複数回使用型で、生産者・ＪＡには
実質的に無償で利用いただきます。また、規格を全国統
一にすることで回収効率を向上させ、コストダウンを図りま
す。令和12年産までに全国導入率100％を目標に進めま
す。全農パレチゼーションシステムとは、米穀の紙袋の
農業倉庫への入庫から取引先への納品まで、手荷役をせ
ずに同一パレットで保管・輸送・納品する一貫パレチゼー

ション輸送のことです。令和６年産までに紙袋輸送の
80％のパレチゼーション化が目標です。

拡
大
目
指
す
全
農
統
一フ
レ
コ
ン（
試
作
品
）

「生産提案型事業」への転換
米穀生産集荷対策部

　生産者の営農の安定に向け、業務用実需者からの
ニーズに応じた契約栽培など、「生産提案型事業」へ
の転換を進めています。
　具体的には、実需者ニーズを踏まえ、JA・生産者
に対し、多収品種などの複数年・固定価格での契約
などにより、数量当たりでなく、面積当たりでの所得
確保を提案しています。
　全国のJA・生産者から賛同いただいたことで、多
収品種を中心に、元年産3万㌧、２年産5万㌧の目
標を達成し、3年産で10万㌧の目標達成に向け取り
組みを拡大していきます。

生産者手取り試算（イメージ）
※下記はあくまでもイメージであり、協議のうえ決めさせていただきます。

【試算の前提】
①平年反収540kg/10aで仮置き　②販売単価・販売収入はいずれも想定単価
③経営費は農水省公表の平成30年産の農産物生産費統計にもとづき試算
　うち多収品種は窒素成分量を慣行栽培から12kgへ増加させることも含め仮定し試算
④助成金は水田活用の直接払交付金（複数年契約・転換作物拡大加算を含む）

区分

単価（税込･円/60kg）
反収
助成金
10aあたり収入
10aあたり経営費
所得
　　　多収品種との差

13,000
540
0

117,000
77,200
39,800
▲ 1,200

飼料用米 多収品種高価格帯 低価格帯
主食用米

12,000
540
0

108,000
77,200
30,800

▲ 10,200

300
540

107,000
109,700
77,200
32,500
▲ 8,500

11,200
660
0

123,200
82,200
41,000
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12月21日

「東北ブロック土づくり大会2020」
東北事業所

　東日本ブロックでは、各県からのエントリー事例から部門別
（３部門）に最優秀賞を選出し、本大会で最優秀賞受賞JAを
表彰しました。また各JAから優良事例を発表いただきました。
コロナ禍を考慮し、リモートでの開催となりましたが、活発な
質疑応答が行われ、盛り上がりを見せました。
　各部門の最優秀賞受賞JAは次の通り。
　 ▽普通作＝ＪＡ稲敷（茨城県） ▽園芸＝ＪＡ前橋市（群馬県）、
ＪＡ市原市（千葉県） ▽果樹･特用作物・花卉＝ＪＡはぐくみ
（群馬県）。

　東北ブロックでは、リモートで大会を開きました。各県から
土づくり優良事例のエントリーを募り、獲得票数上位の3事例が
優秀賞として表彰を受け、事例の発表を行いました。また、
各県で「土づくりモデルJA」を選定し、定点調査の実施や研修会の
開催など、各種取り組みを通じて管内の「土づくり再興運動」を
展開していくことにしました。
　優秀賞受賞ＪＡは次の通り。
　 ▽普通作＝ＪＡさがえ西村山（山形県） ▽園芸＝ＪＡ新いわて
（岩手県） ▽その他＝ＪＡ相馬村（青森県）。

「土づくり大会」を開催

12月10日

「中四国ブロック土づくり大会」
中四国事業所

11月27日

「東日本ブロック土づくり大会2020」
東日本事業所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　中四国ブロックでは、広島市の広島県民文化センターを
会場に、約70人の関係者が出席しました。開発肥料㈱の
甲谷技術顧問による基調講演や、管内県本部・県JAによる
土づくり優良事例発表を行いました。最後に広島県本部の
大槻華職員が大会宣言を行い、管内土づくり運動の機運を高
める大会となりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　JAグループは、気象変動に負けない強い農産物を作る
ために「土づくり」運動を展開しています。さらに土づくり運動の
機運を高めるべく、令和２年度から３年度の2年間にわたり、
「土づくり大会」を開くことにしました。令和３年度に開く予定の

「全国大会」に向けたステップとして、今年度は各営農資材事業
所・都府県本部・県JAが協力し、「ブロック別大会」を開きました。
昨年11・12月に開かれた東北・東日本・中四国ブロックの
大会の様子を紹介します。　　　　　　　　【耕種資材部】

東北ブロック土づくり大会のリモートでの表彰式

広島県本部の優良事例発表

東日本ブロック土づくり大会のリモートでの表彰式

来年度の全国大会に向け
ブロック別大会を実施

　ルイジアナ州は、フランスやスペイン、アフリカなどの影響を受けたクレオー
ル料理やケイジャン料理と呼ばれるアメリカの中でも独特の食文化を持つ地
域です。また、ザリガニをはじめ、ナマズ、アリゲーターなど珍しい食材を使
用した料理もレストランに並びます。なかでも有名なのが「ガンボ」です。鳥
や甲殻類などを煮込み、オクラでとろみをつけた濃厚なスープです。コロナ
が落ち着きましたらルイジアナの伝統料理を味わいにぜひお越しください。

イチオシ現地食

　
全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社
は

1
9
7
9
年
に
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ

の
米
国
に
お
け
る
穀
物
輸
出
基
地
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。設
立
以
来
、

内
陸
集
荷
基
盤
強
化
や
保
有
す
る
輸

出
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
強
も
図
り
、

世
界
最
大
の
船
積
み
能
力
を
有
す
る

施
設
と
し
て
、強
固
な
集
荷
・
輸
送
・

輸
出
の
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
か
ら
同
社
へ
駐
在
員
を
派
遣

し
、日
本
側
と
米
国
側
の
円
滑
な
意

思
疎
通
を
図
る
た
め
の
懸
け
橋
と
な

れ
る
よ
う
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

主
に
、日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
る
穀

物
の
契
約
、船
積
み
と
品
質
管
理
、ま

た
現
場
か
ら
の
生
き
た
情
報
発
信
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
う
な
ど
、日
本
の

生
産
者
の
皆
さ
ま
に
貢
献
す
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
業
務
を
遂
行

し
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
増
加
や
経
済
発
展
に
伴
う

畜
産
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
中
国
や

そ
の
他
ア
ジ
ア
諸
国
、中
南
米
、中
東
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
的
な
穀
物
需
要

が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
近
年
の
不
安
定
な
天
候
で
物
流

が
滞
る
懸
念
も
強
ま
る
中
、
C
G
B

（
米
国
内
陸
で
の
穀
物
集
荷
会
社
）な

ど
関
係
会
社
と
の
連
携
を
生
か
し
、
安

定
供
給
に
徹
し
て
い
ま
す
。

  

米
国
で
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
穀
物
輸
出
は

必
要
不
可
欠
な
ビ
ジ
ネ
ス

（
E
s
s
e
n
t
i
a
l 

B
u
s
i

n
e
s
s
）と
位
置
付
け
ら
れ
、
同

社
の
船
積
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
土
日
も

含
め
て
24
時
間
稼
働
を
続
け
て
い
ま

す
。
日
本
へ
の
穀
物
の
安
定
供
給
を
行

う
た
め
、
現
場
ス
タ
ッ
フ一
同
、
感
染

に
も
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
同
社

は
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
の一員
と
し
て
、

今
後
も
穀
物
の
安
定
供
給
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社

ス タ ッ フ に 聞 く

海外拠点

便り

24時間稼働の船積みエレベーター

濃厚なスープの
「ガンボ」

全農グレイン株式会社の
現地スタッフ

米
国
に
お
け
る
穀
物
輸
出
基
地

強
固
な
集
荷
・
輸
送
・
輸
出
の
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
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12月21日

「東北ブロック土づくり大会2020」
東北事業所

　東日本ブロックでは、各県からのエントリー事例から部門別
（３部門）に最優秀賞を選出し、本大会で最優秀賞受賞JAを
表彰しました。また各JAから優良事例を発表いただきました。
コロナ禍を考慮し、リモートでの開催となりましたが、活発な
質疑応答が行われ、盛り上がりを見せました。
　各部門の最優秀賞受賞JAは次の通り。
　 ▽普通作＝ＪＡ稲敷（茨城県） ▽園芸＝ＪＡ前橋市（群馬県）、
ＪＡ市原市（千葉県） ▽果樹･特用作物・花卉＝ＪＡはぐくみ
（群馬県）。

　東北ブロックでは、リモートで大会を開きました。各県から
土づくり優良事例のエントリーを募り、獲得票数上位の3事例が
優秀賞として表彰を受け、事例の発表を行いました。また、
各県で「土づくりモデルJA」を選定し、定点調査の実施や研修会の
開催など、各種取り組みを通じて管内の「土づくり再興運動」を
展開していくことにしました。
　優秀賞受賞ＪＡは次の通り。
　 ▽普通作＝ＪＡさがえ西村山（山形県） ▽園芸＝ＪＡ新いわて
（岩手県） ▽その他＝ＪＡ相馬村（青森県）。

「土づくり大会」を開催

12月10日

「中四国ブロック土づくり大会」
中四国事業所

11月27日

「東日本ブロック土づくり大会2020」
東日本事業所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　中四国ブロックでは、広島市の広島県民文化センターを
会場に、約70人の関係者が出席しました。開発肥料㈱の
甲谷技術顧問による基調講演や、管内県本部・県JAによる
土づくり優良事例発表を行いました。最後に広島県本部の
大槻華職員が大会宣言を行い、管内土づくり運動の機運を高
める大会となりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　JAグループは、気象変動に負けない強い農産物を作る
ために「土づくり」運動を展開しています。さらに土づくり運動の
機運を高めるべく、令和２年度から３年度の2年間にわたり、
「土づくり大会」を開くことにしました。令和３年度に開く予定の

「全国大会」に向けたステップとして、今年度は各営農資材事業
所・都府県本部・県JAが協力し、「ブロック別大会」を開きました。
昨年11・12月に開かれた東北・東日本・中四国ブロックの
大会の様子を紹介します。　　　　　　　　【耕種資材部】

東北ブロック土づくり大会のリモートでの表彰式

広島県本部の優良事例発表

東日本ブロック土づくり大会のリモートでの表彰式

来年度の全国大会に向け
ブロック別大会を実施

　ルイジアナ州は、フランスやスペイン、アフリカなどの影響を受けたクレオー
ル料理やケイジャン料理と呼ばれるアメリカの中でも独特の食文化を持つ地
域です。また、ザリガニをはじめ、ナマズ、アリゲーターなど珍しい食材を使
用した料理もレストランに並びます。なかでも有名なのが「ガンボ」です。鳥
や甲殻類などを煮込み、オクラでとろみをつけた濃厚なスープです。コロナ
が落ち着きましたらルイジアナの伝統料理を味わいにぜひお越しください。

イチオシ現地食

　
全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社
は

1
9
7
9
年
に
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ

の
米
国
に
お
け
る
穀
物
輸
出
基
地
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。設
立
以
来
、

内
陸
集
荷
基
盤
強
化
や
保
有
す
る
輸

出
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
強
も
図
り
、

世
界
最
大
の
船
積
み
能
力
を
有
す
る

施
設
と
し
て
、強
固
な
集
荷
・
輸
送
・

輸
出
の
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
か
ら
同
社
へ
駐
在
員
を
派
遣

し
、日
本
側
と
米
国
側
の
円
滑
な
意

思
疎
通
を
図
る
た
め
の
懸
け
橋
と
な

れ
る
よ
う
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

主
に
、日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
る
穀

物
の
契
約
、船
積
み
と
品
質
管
理
、ま

た
現
場
か
ら
の
生
き
た
情
報
発
信
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
う
な
ど
、日
本
の

生
産
者
の
皆
さ
ま
に
貢
献
す
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
業
務
を
遂
行

し
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
増
加
や
経
済
発
展
に
伴
う

畜
産
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
中
国
や

そ
の
他
ア
ジ
ア
諸
国
、中
南
米
、中
東
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
的
な
穀
物
需
要

が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
近
年
の
不
安
定
な
天
候
で
物
流

が
滞
る
懸
念
も
強
ま
る
中
、
C
G
B

（
米
国
内
陸
で
の
穀
物
集
荷
会
社
）な

ど
関
係
会
社
と
の
連
携
を
生
か
し
、
安

定
供
給
に
徹
し
て
い
ま
す
。

  

米
国
で
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
が

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
穀
物
輸
出
は

必
要
不
可
欠
な
ビ
ジ
ネ
ス

（
E
s
s
e
n
t
i
a
l 

B
u
s
i

n
e
s
s
）と
位
置
付
け
ら
れ
、
同

社
の
船
積
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
土
日
も

含
め
て
24
時
間
稼
働
を
続
け
て
い
ま

す
。
日
本
へ
の
穀
物
の
安
定
供
給
を
行

う
た
め
、
現
場
ス
タ
ッ
フ一
同
、
感
染

に
も
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
同
社

は
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
の一員
と
し
て
、

今
後
も
穀
物
の
安
定
供
給
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

全
農
グ
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ン
株
式
会
社

ス タ ッ フ に 聞 く

海外拠点

便り

24時間稼働の船積みエレベーター

濃厚なスープの
「ガンボ」

全農グレイン株式会社の
現地スタッフ

米
国
に
お
け
る
穀
物
輸
出
基
地

強
固
な
集
荷
・
輸
送
・
輸
出
の
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
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JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

休刊のお知らせ
2月8日号は休刊いたします。
次は２月15日号です。

　2月6日放送のプレゼントは、「大分県特産かんしょ（さつ
まいも）甘太くん Lサイズ 5kg 14～20本入」です。
　「甘太くん」は、大分県産の「紅はるか」という品種で、
水はけの良い土壌で栽培し、皮を傷つけないよう手作業
で収穫します。収穫後、40日間以上一定の環境で貯蔵
することで、でんぷんが糖に変わり甘みが増しています。
　名前に「甘」という文字が入っている通り、焼き芋にす
ると糖度40度を超えるとも言われる格別の甘さを堪能することができます。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントします。　　　　 　　 【広報・調査部】

ＪＡ全農たまご

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

　JA全農たまごの直営スイーツショップ「TAMAGO 
COCCO」では、新鮮な卵と小麦粉、砂糖、牛乳など良質な
国産原料にこだわったスイーツを取りそろえています。
　ショップいち押し商品は「焼き菓子詰め合わせギフト」。人気
の焼菓子11種類を詰め合わせたぜいたくなセットです。国産
発酵バターをふんだんに使用し、香り豊かでしっとりとした食
感のフィナンシェに、5種類の国産ドライフルーツがたっぷり
入ったパウンドケーキなど、さまざまな味をお楽しみいただけ
ます。ご自宅でのお茶の時間や、大切な方への贈り物におすす
めです。

ご注文は
こちらから

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

　全農はＵＨＡ味覚糖株式会社と共同開発した「あおもりグミ」
を１月19日、全国のファミリーマート約1万６７００店で先行発売
しました。　　　　　　　　　　　　　　　　【営業開発部】

　「あおもりグミ」は青森県産のりんご果汁を使用したほどよい弾力食感を持つ
グミです。かんだ瞬間から青森県産りんごのおいしさを楽しめます。パッケージ
にはりんごと、日本最大級のお祭り「青森ねぶた祭り」が大きく描がかれた、
青森県産りんご１００％ジュース「あおもりねぶた」のデザインを使用しました。
「あおもりねぶた」は、りんごの生産量全国一を誇る「りんご王国」・青森県を
代表するご当地飲料シリーズで、ＪＡアオレンが販売しています。
　全農は、今後もＵＨＡ味覚糖と共同開発を行い、国産農畜産物を消費者の
皆さまにお届けするとともに、国内農業の振興を図っていきます。

青森県産りんご果汁使用「あおもりグミ」新発売
ＵＨＡ味覚糖と全農が共同開発

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは2月6日の放送で
ランキング1位の曲が発表されるま
でです。

JAタウン
ショップ名 JA全農おおいた

この商品はこちらからご購入いただけます。

焼き菓子詰め合わせ
ギフト（15袋入り）
……3143円（税込み）

たまご

こっこ

海
外
拠
点
便
り
全
農
グ
レイ
ン
株
式
会
社

３次救急医療機関に温州ミカン贈呈
（愛媛県本部）

故郷とつながる企画
「とどけ、おらほの食卓」展開（青森県本部）

今年度は70人が「三ツ星タマリエ」取得
（JA全農たまご株式会社）

令和2年度 各事業の主な取り組み
米穀事業／麦類農産事業

ＪＡズームイン（神奈川:JAはだの）

来年度の全国大会に向け
ブロック別「土づくり大会」開催
（耕種資材部）

青森県産りんご果汁使用「あおもりグミ」
新発売（営業開発部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農たまご
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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北部九州地区の拠点工場として竣工（しゅんこう）した福岡精米工場（３面）

24時間稼働する全農グレイン株式会社の
船積みエレベーター（７面）

「三ツ星タマリエ」を取得したＪＡ全農たまご
株式会社の皆さん（３面）

福岡県筑後市に福岡精米工場竣工
（米穀部）
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

8




